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第１号議案　2013年度活動のまとめ（案）

は　じ　め　に

　東日本大震災・福島第一原発事故から３年
が経過したにもかかわらず、事故は収束して
いないばかりか汚染水は漏れ続け、事故原因
すら解決されていません。東京23区の約２
倍の面積にあたる地域が「人が住めない地域」
になっており対策はすすんでいません。そし
て今なお、約14万人が避難生活を余儀なく
されており、生活不安・健康不安・将来不安
は計り知れません。原子力規制委員会が発表
した「年間線量20ミリシーベルト未満は安
全」などの新基準は、なにがなんでも再稼働
をすすめようとする政権の姿勢を示すもので
す。
　そんな中で、第２次安倍政権は、日本国
憲法のもとで、国民が守り発展させてきた平
和的生存権という戦後政治の枠組みを大きく
変えようとしています。憲法を変えなくても
戦争ができる国家安全保障基本法の制定をね
らっています。
　一方、原発のない日本へ、ＴＰＰ参加反対、
秘密保護法反対、消費税増税反対などを求め
て、立場の違いを超えてかつてない幅広い層
の人びとが声を上げ、安倍政権そのものの暴
走を許さない大きな共同の輪が広がっていま
す。
　医療・介護では、「地域包括ケアシステム」
の構築に向けて、「入院・施設から在宅へ」「医
療から介護へ」、さらに「介護から市場・ボ
ランティアへ」を基調に、国にとって低コス
トで効率的な医療・介護提供体制をつくりあ
げることを打ち出しました（医療・介護総合
推進法案）。
　城南保健生協は、安倍政権が行おうとして
いる戦争する国づくりを許さず、「人権が守
られる」「人権が尊重される」運動を広げて
いきます。

２０１３年度活動の特徴

1．2年連続、仲間増やし目標
　　「700人超過達成!!」

•最後まで目標達成をあきらめない「みんな
の力」で、702人の仲間が増えました。

•新しくなったゆたか診療所は、職員・地域
で力をあわせ、診療所目標40人を大幅に
上回る90人、200％以上の達成。ゆたか
支部も75人の目標で113人と月間の取り
組みを引っ張りました。

•15支部中９支部が年間目標を達成しまし
た。

•今年度より世帯加入から個人加入へ移行
し、若い層へ加入を呼びかけることができ
ました。新しくなった組合員さんへの働き
かけ（班会への参加・運営への参加など）
が大きな課題です。このことは2014年度
の運動の柱になります。

2．「よろず相談」が
　　　更に拡大・充実しました

•大森中診療所で行っている「よろず相談」
は深刻な不況の影響もあり、毎月25～30
件ほどの相談があります。

•月曜から土曜までの週６日の相談体制を確
立して生活相談、医療・介護の悩み、労災
問題など幅広く対応してきました。

•この中から生活保護受給につながる事例や
城南保健生協への加入も多くありました。

•南部法律事務所の弁護士による「法律相談」
は相談者も多く、月２回から月３回に拡大
しました。

•生活と健康を守る会や、区議会議員、生協
班会への紹介などネットワークも広がって
います。

•「品川でもよろず相談を」の声に応え、ゆ
たか診療所で週２回の相談と月１回の五反
田法律事務所の弁護士による「法律相談」
も行い、ますます充実したものになってき
ました。

•２ヵ月に１度は、相談担当者全員＋会場担
当職員による「担当者交流会」も行ってい
ます。

3．引き続きの健康づくりの
　　　取り組みも前進しました

•第４回となった「駅伝フェスティバル」は
年々参加チームも増えてきました。今回は
24チーム96人（過去最高）がタスキをつ
なぎました。来年は30チーム以上の参加
を目標にします。

•池上本門寺朝市や商店街・各地域での青空
健康相談会も積極的に取り組みました。

•わくわくヘルスチャレンジや保健教室な
ど、組合員さんの参加できる取り組みも
行ってきました。

•品川地域で実行委員会をつくり行ってきた
「品川健康まつり」は11回目となりました。

•第29回大田・品川健康まつりは4,000人の
参加で大きく成功しました。家庭料理研
究家の奥薗壽子さんを招いての記念講演
（300人参加）も好評でした。

4．震災復興支援と原発ゼロへ

• 引き続き、東日本大震災復興支援と原発
ゼロをめざす取り組みに力を入れてきまし
た。

•集会や地域パレードへの参加など年間を通
じて支援と運動を続けてきました。

•支援活動に積極的に参加しました。

•引き続き風化させない取り組み、行政への
働きかけを行っていきます。

5．「第2回城南文化祭」の成功

•昨年度大好評だった「城南文化祭」。今年
度も130人以上の方に参加していただきま
した。

•昨年度より広い会場となる池上会館で開催

駅伝フェスティバルのスタート

第29回大田・品川健康まつりで南部合唱団

体操教室の様子

品川原発ゼロパレード

第2回城南文化祭展示コーナー



しました。

•班活動の日頃の成果を発表する場としても
好評です。

•今年度の特徴は「展示」の出展が多かった
ことがあげられます。

•毎年恒例行事として取り組んでいきます。

6．毎月第2木曜の
　　　理事会前宣伝行動が定着

•毎月理事会前の17：30～18：15まで蒲田駅
東口で行ってきました。

•理事会前宣伝行動が定例化して取り組まれ
てきたことは大きな前進です。

•2013年度は、とりわけ消費税増税反対、
介護保険制度改悪反対を中心に宣伝してき
ました。

7．お元気ですか訪問は3回目

•毎年６月の「お元気ですか訪問」は今年度
で３回目の取り組みでした。

•「救急医療情報キット」の配布や大田区の
見守りキーホルダーの普及などたいへん喜
ばれています。引き続き行っていきます。

•「城南の保健」を手配りしていただく中か
ら安否確認につながっている地域もありま
す。

各委員会・分野別活動の特徴

保健予防・健康づくり活動

• ６月に第４回健康体操サポーター養成講
座（10人受講）、７月にだれでもできる健
康体操教室（９人受講）、10月～11月に第
７回わくわくヘルスチャレンジ（89人チャ
レンジ）、３月には保健教室（科目ごとの
申込者を含めて22人受講）などに取り組
んできました。

•わくわくヘルスチャレンジは、７回目でし
たが、初めて前年の申込者数（124人）よ
り減りました。取り組み自体をまちづくり
として位置づけ、支部ごとに取り組んでい
くことが必要な時期になっています。

九条ウォーク ４月27日㈯ 池上本門寺　９人

春のバスハイク ５月12日㈰ 千葉・犬吠埼　180人

第11回品川健康まつり ５月26日㈯ 戸越公園　800人

学習会「介護、こんな時どう
したらいいの」

６月１日㈯ 三ツ木診療所　8人

春の健康ウォークラリー ６月２日㈰ 六郷用水　９人

第４回健康サポーター養成講
座

６月５日㈫

～
大田区民プラザ　10人受講

だれでもできる健康体操教室
７月３日㈬

～
大田区民プラザ　９人受講

なかしんまつり ７月20日㈯ 大森中川端児童公園

全国鵜の木まつり ７月27日㈯ 健康チェック

こらぼ大森夏まつり ８月４日㈰ 健康チェック

東京民医連共同組織活動交流
集会

９月７日㈯ ２演題発表

学習会「憲法はどう変えられ
ようとしているのか」

９月14日㈯ 池上会館　65人

第５回
わくわくヘルスチャレンジ

10月１日～

11月30日
89人が参加

第５回城南３法人活動交流会 ９月28日㈯ 中小企業センター　60人

仲間増やし月間 10月～12月

第41回大田区生活展
10月５日㈯

～６日㈰

大田区消費者生活センター　

骨密度測定

10・13原発ゼロ統一行動 10月13日㈰ 日比谷公園

10・24国民集会 10月24日㈭ 日比谷野音　3,000人

大田・品川健康まつり 10月28日㈰ 池上会館　4,000人

なかしんバザー 11月９日㈯ 大森中診療所駐輪場

秋のバス旅行
11月17日㈰

～18日㈪
新潟・山古志　73人

秋の健康ウォークラリー 12月８日㈰ 品川大名屋敷　34人

新春鎌倉ハイキング １月５日㈰ 鎌倉　47人

第２回組合員文化祭 ２月１日㈯ 池上会館　130人

映画「アオギリにたくして」
上映会

２月28日㈮ アプリコ展示室　500人

第４回
早春駅伝フェスティバル

３月２日㈰
24組100人以上が参加。

全チーム完走

原発ゼロ大統一行動 ３月９日㈰ 日比谷公園　32,000人

第31回ダンスパーティー ３月16日㈰ 大田区民プラザ　70人

2013年度　年間主要行事の取り組み

助け合い・まちづくり活動

•定例の委員会は毎月開催。学習会は６月に
『介護、こんな時どうしたらいいの？』（三
ツ木診療所）、３月に『介護保険と通所リ
ハビリテーション』（ゆたか診療所）を行
いました。介護や認知症についての関心は
高いので、引き続き学習会を開催していき
ます。　

•「大田病院ボランティア」は、入院患者さ
んに「足湯」を楽しんでもらうボランティ
アを開催（毎月1回）。また、大田病院ひ
まわり音楽隊の要請を受け、会場設営・患
者さんの会場への移動などのお手伝いを行
いました。

くらしと平和の活動
•社会保障分野の総改悪ともいえる情勢のた

め、まず、広く知らせるための行動として、
毎月、理事会前宣伝行動に取り組んでき
ました。「消費税引き上げ問題」「憲法改悪
問題」などのテーマで行ってきました。バ
レンタイン宣伝行動は、ここ２～３年、天
候に恵まれず、苦労しながらの取り組みに
なっています。「税と社会保障の一体改革」
について、広く学習会を開催することを位
置づけましたが、西品川支部、海岸八潮支
部の２支部での開催となりました。

文化・スポーツの活動

•ウォークラリー（２回）、バスハイク（２回）、
健康まつり、新春鎌倉ハイキング、ダンス
パーティー、組合員文
化祭、駅伝フェスティ
バルに取り組みまし
た。　

機関紙活動

•組合員さんとより情報
を共有するために、年
間10回の定期発行を
11回にしました。編
集委員会を毎月定例で
開催し、より充実した
紙面にしていくため、
話し合いをすすめてき
ました。

•2014年 度 は ク ロ ス
ワードパズルなどの新
たなシリーズを定着化
し、組合員さんとの交
流ができる紙面づくり
を行うことを確認しま
した。ヘルパーステー
ションの「かがやき事
例紹介」や、「たまご
通信」を連載してきま
した。

第2回城南文化祭（わかがえり班の演技）

介護保険制度改悪反対駅頭宣伝

美原文化センターまつりでの健康チェック

大田病院での足湯ボランティア

憲法学習会

鎌倉ハイキング


